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代表 山﨑 博子 

「いいちゃない」と物事を進め

ていく大雑把な人。でも本人は、

結構気を使っているつもりらし

い。種から育てることが好き、

特にローゼルの普及には熱心。 
副代表 黒瀬 恵子 

とても几帳面な性格、事務局を

担当テキパキと物事を処理、司

会もやります。ハンギングはメ

キメキと上達、市役所前のコン

テストで優秀賞を受賞。 
副代表 青﨑 安孝 

穏やかな性格で古賀市での園芸

福祉のまとめ役。庭のデザイン

は定評がある。酒も強いが時々

無事家まで帰れたか心配の時が

あります。 
副代表 栗木 トシ子 

学生時代、弁論部。筑後弁交じ

りのお話は耳納連山ふもとの生

活が感じられます。久留米市の

まとめ役。年2回のオープンガー

デンは必見です。 
会計 松永 加代子 

会のオサイフを握っています。1
円たりとも違いません、安心安

心。とにかくお花が好きで、花

と遊んでいるときの顔は笑顔満

開。実技派で行動的。 
 
紙面の都合上、ほか5人の幹事(角銅 

久美子、古荘 浩士、新屋 勲、辻 和広、

米倉 治美)の方は次回で紹介させて

いただきます。 

 

 表彰式の会場、富山市の富岩運

河環水公園には全国から5,000名

が参加し、101の団体が表彰されま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者さんのための癒しの庭を作

りたいという目的で始まった「花

の仲間たち(九州がんセンター・福

岡市南区野多目)」の活動も、今年

の7月で10年目になります。6年前

の初級園芸福祉士養成講座のとき

に植えられた、ブラックベリーや

オリーブ、レモン、ユーカリなど

の木が、ひとまわりもふたまわり

も大きく成長し、患者さんをはじ

め病院関係者、私たちボランティ

アグループ「花の仲間たち」のい

こいの場所となっています。 

現在会員数30名(地域の方、福岡

市緑のコーディネーター、園芸福

祉ふくおかネットの仲間)が月2

回、定例作業をしています。この

表彰を励みにこれからも、楽しく

ボランティアを続けていきたいと

思います。 

花の仲間たち 代表 山﨑 博子 

グリッピキャンペーン

2011 「とどけよう 

緑
みどり

の 絆
きずな

」開催が決ま

りました。 
開催日は 10月 29日

(土)・30日(日)、会場は

アイランドシティ中央公

園(福岡市東区香椎照葉

4)の予定です。  

園芸福祉ふくおかネッ

トも参加して、来場者と

一緒に楽しめる手づくり

コーナーなどを設けた

いと思っています。会員

のみなさまからのアイデ

ア溢れる企画を募集し

ています。 

 

 

 

 
『園芸福祉ふくおかネ

ット・ワークショップ』を開

きます。花や緑など植物

を使って「みどりの空間・

ドーム作り」をします。 

詳細等が決まりました

ら、メール等でお知らせ

したいと思います。たく

さんのご参加をお待ち

しています。 

ボランティアグループ『花の仲間たち』
が「緑の愛護」功労者国土交通大臣

表彰を受賞しました。 

新役員は昨年に続き、全員3年

目の続投です。どうぞよろしく

お願いいたします。 
 

ワークショップ

の参加者募集中! 
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             松永 美惠子 
 

 植物との関わりで何か役立つことはでき

ないかとの思いが、今年度の「初級園芸福祉

士認定試験」合格で、第一歩を踏み出しまし

た。しかし、一人では何をどう始めてよいか、

迷うばかりでした。そこで初めて、園芸福祉

ふくおかネットの総会・交流会に参加しまし

た。 

 総会では、私の想像をはるかに超えた活発

な活動、そして国境を越えて広がりゆく活動

を知ることができました。老いも若きも、障

がい者も、日本人も、台湾人も、韓国人もな

く、みんなが一つになって「植物と関わって

幸せになろう」という、まさにその世界が、

そこにありました。 

交流会では、実践上の具体的な課題や、乗

り越えてきた体験、喜びなど、いろいろなお

話を聞かせていただきました。和気藹々とし

た楽しい交流会でした。 

 今回参加した中で、一番心に残ったのは、

同会員小山
お や ま

 雲
うん

珠
しゅ

さんの「台北花博出展」の

お話でした。この大きな事業が大成功し、園

芸福祉の輪が台湾にまで広がったのは、たっ

た一人の小山さんの熱い思いからでした。ま

ずは、一人の思い「私は何をしたいのか、何

ができるのか」と、自分への問いかけから始

まるのだと痛感しました。そして、思いを諦

めなければ、必ず実現する、実現させてくれ

る仲間がいる、ということも実感させていた

だきました。 

 これから、私も、自分に問いかけながら、

失敗を重ねながらも、歩みを止めることな

く、皆様と一緒に行動していきたいと思って

おります。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

総会・交流会に参加して 

 

 

 

 

 

 

2011年6月18日（土）13時より、名古屋市中

区電気文化会館イベントホールにて『第10回園

芸福祉シンポジウムin 名古屋』が開催されま

した。園芸福祉ふくおかネットから普及協会理事

の谷口 博隆さん、副代表の青﨑 安孝さん、黒瀬 

恵子さん、栗木 トシ子さん、幹事の角銅 久美子

さん5名が出席しました。今回のシンポジウムは

これまでとは趣が異なり、東日本大震災の復興に

向けて、園芸福祉のできることを皆で考える場と

して開催され、福岡からは角銅さんが、2005年3

月20日に起きた福岡西方沖地震の際の復興支援

活動を発表しま 

した。 

  ◇    
シンポジウム報告 記 

記 栗木 トシ子 

基調講演で 

は、7年前に起 

きた新潟県中越 
地震の被災者であり、自らも仮設住宅で3年間

の生活体験をされた新潟県長岡市山古志支所

産業建設課 五十嵐 豊氏が「中越地震被災者の

復興と農園芸」について話されました。「何も

ない場所に建てられた仮設住宅で、花を植え育

てることは、四季を感じる一つの手段であり、

心のやすらぎを求めることができます」と話さ

れ、パネリストとして東日本大震災の被災地、

福島県からお越しいただいた齋藤徳子さんも

「やはり花は必要です。花を植えることは、前

に進むきっかけになります」。でも、不安で先

の見えない人には、まだまだのようです。テレ

ビなどでは、絆で結ばれているかのように報道

されていますが、実際は「福島県」というだけ

で、辛い風評被害にも合われている様子でし

た。「今日、このシンポジウムに参加して本当

に良かった」と目に涙を浮かべて話されていま

した。震災の甚大な被害を改めて感じ「園芸福

祉ができること」「自分に何が出来るのか」を

真剣に考えさせられたシンポジウムでした。            
 

第10回 

『園芸福祉シンポジウムin 名古屋』

が開催されました。 
 

  
 



page3  花だより 2011.6月20日号 

 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

事務局からのお知らせ 

会員のみなさまへ逸早い情報をお伝

えするために、あなたのメールアドレ

スの登録をお願いします。 

携帯、パソコンから、件名のところに

ご自分のお名前だけ書いて事務局宛に

送信してくだされば結構です。 

事務局（黒瀬）アドレス 

engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp 
また、事務局からのメールは、ＢCC

で一斉配信しておりますので、返信メ

ールの時は、お名前も一緒にご連絡い

ただけると嬉しいです。 

 

 

 

 
 
 
 
園芸福祉の活動はじめてみませんか。 

花や緑など、植物の効用をひとりで楽しめ

ば・・・・『趣味の園芸』。みんなで楽しめば・・・・

『園芸福祉』。みんなで活動すれば、仲間が増

え、仲間と活動すれば、あなたも、地域や社会の

おとなも子ども、おじいちゃんもおばあちゃんも、

みんなが、もっともっと元気になるでしょう。 

そして『園芸福祉』が大きな輪となり、街づくり

へと広がっていきます。 

第9回  初級園芸福祉士養成講座開催 
と  き  2012年５月19日(土)・20日(日) 

        ６月２日（土）・３日（日） 

ところ  アイランドシティ中央公園内 

ぐりんぐりん(福岡市東区香椎照葉4) 

 

時間、参加費など詳細が決まり次第、会員のみなさ

まにお知らせしたいと思っていますので、よろしくお

願いいたします。 

初級園芸福祉士養成講座  

開講のお知らせ 

 

 

 

園芸福祉ふくおかネットが、福岡市と管理協

定を結び、年間を通して、園芸福祉の実践の場

として運営している庭です。場所はアイランド

シティ中央公園(福岡市東区香椎照葉4)にあり

ます。 

 
 

この庭は、毎月1回、最終日曜日10:00～12:00

に同ネット会員が集まって、庭の定例作業を実

施しています。でも、このところ作業に参加す

る会員が少なくなってきていることから十分

な管理ができなくなってきているのが現状で

す。また、近隣地域の会員が少ないことから夏

季の潅水も十分ではなく、植物の生育にも影響

がでています。 

多少アクセスの問題などもあるため、近隣の

方々の協力を得られるようにしたいと考え、３

年前から「福岡市のインターシップ事業」の受

入れ団体として参加し、希望者を募集していま

すが、なかなかリピーターまでには至らないよ

うです。 

花や緑など植物にふれあい、爽やかな初夏の

風に吹かれ、仲間と一緒に「園芸福祉の庭」で

癒やされながら、楽しい時間を過ごしてみませ

んか。英知溢れる会員のみなさまのアイデアと

尽力で、ステキな時空間「園芸福祉の庭」で来

園される方をおもてなししましょう。あなたの

参加をお待ちしています。 

 

 

アイランドシティ中央公園 

「園芸福祉の庭」定例会のお知らせ 
 

★ 毎月最終日曜日に除草や花の植栽など 

庭の手入れ作業をしています。 

★  次回は6月26日(日)10:00～12:00  

みなさまの参加をお待ちしています。 
 

「園芸福祉の庭」って? 
 

「定例会」はいつかしら? 
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園芸福祉ふくおかネットのアダルト4人娘?!

が、6月1～13日・イギリスの旅『憧れの湖水地

方やコッツウォルズ』へ行ってきました。    

幾度となくＢＳ放送で見ていた画面の風景

に、まさか自分が立てるなど予想もしていませ

んでした。英会話？とんでもない! 中・高校で

習った程度。でも４人寄れば文殊の知恵、おば

さんパワーを発揮すれば「何とかなるんで

す!」。 

初めの6日間は、阪急交通社「憧れのイギリ

ス8日間」のツアー。詳～しく丁寧に説明して

くれる添乗員さんについて行けば、言葉の問題

もなく、気楽に楽しむことができました。 

７日目はツアーから離団して4人フリーの

旅。ロンドン2泊、コッツウォルズに3連泊（日

本語の分かるイギリス人経営のＢ＆Ｂ）。 

 
 

 

 

 

 

 

 

イギリス珍道中の始まり 

宿泊のホテルや交通機関などは、旅のリーダ

ー山﨑さんが、数か月前からネットで検索して

くれてシミュレーションしていたのだが。地下

鉄に乗ろうとしたら、切符の買い方、英語が分

からない・・。「何ていえばいいと?」「ワン

デイ・チケット フォー プリーズ！」。知って

いる限りの英単語を並べて切符の購入成功!

「・・・フゥ～」。このワンデイ・チケットは

お得なチケットで、一日に何度乗っても、ゾー

ンが同じだと地下鉄・バスもオーケイ。「電車

はどれに乗ったらいいと?」「・・・」「今度

はあなたが聞いてよ」「え～!」。交替でいろ

んな人たちに単語を並べ立てただけの英語で

聞きまくった。凄しすぎ! アダルト4人組。 
 

アクシデント発生!! 

バスやタクシーでスノースヒル、ブロードウ

ェイタワー、キフツゲイト、ヒドコートマナー

ハウス、ヘンリー8世の6番目の妻キャサリン城

（カッスルクーム）など毎日庭などを見て回り

「わ～♪きゃ～♪」「憧れの庭に私が居る」「テ

レビで見てた人に会えた」「サインしてもらえ

た～」と感動の連続。ところが、ステキな庭を

見るのに夢中になり、気づくと閉庭時間。「帰

りの手はずがない!!」。慌てて庭のスタッフを

探し、タクシーを呼んでもらう(もちろん片言の

英語)というヒヤッとするアクシデントもあり

ました(笑)。 

 

 

 

 

 

 

 

3連泊したウイズリーの村からブロードウェ

イの町まで2時間の散歩。スーパーで夕食を調達

したり、村のパブで英語のメニューが分からな

いまま、なんとかオーダーして美味しい夕食も

いただきました。コッツウォルズ最後の日に出

かけたウィンチカムでは、偶然見つけたジュリ

スと言う喫茶店（日本人親子が経営）でランチ

をいただき、山﨑さんはオーナーの宮里樹里さ

んの著書「コッツウォルズでティルーム」を購

入し、サインをもらい、ちゃっかり一緒に写真

まで撮ってもらい嬉しそう。ベスチャトーガー

デン、キューガーデン、バッキンガム宮殿、ウ

インザー城、大英博物館、美術館、クイーンズ

メアリー、ロンドンアイなどたくさんの庭や城

を見学しました。多少のハプニングはありまし

たが、帰る頃にはイギリスにも慣れ「ロングス

テイも可能かな～?」と思えたイギリスの旅でし

た。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

旅人・・・山﨑、二俣、米倉、松永 

記・・・・松永 加代子 

4人娘?!外遊記  
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◆あなたも活動紹介をしませんか？ 
個人やグループ、学校、地域などで行っている園芸活動をお知らせ 

ください。メールやお手紙に写真を添えてお送りください。 

●送り先／〒810-0033 福岡市中央区小笹1-9-25 

園芸福祉ふくおかネット事務局 黒瀬 恵子宛 

Eメール/engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp 

 
 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園芸福祉ふくおかネット事務局 

・ ＴＥＬ090－8626－1586(黒瀬）● 

・ E-mail engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp  

・ ＵＲＬ www.engeifukusi-fukuoka.net 

・ 〒810-0033 福岡市中央区小笹1-9-25 

・ ネット通信 花便り 編集者 米倉 治美・水島 修子(旧姓尾島)

尾) 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金澤 美恵子さん 

 

実技講師として 
去る５月24日(火)福岡市市民福祉プラザ(ふ

くふくプラザ・福岡市中央区荒戸)で行なわれた

講座『作って育てて、生き活き生活』で、こけ

玉作りの講師をさせていただきました。参加者

２６名、これだけ大勢の皆さんに教えるのは初

めてでとても不安でした。自分なりに前もって

シミュレーションもしていましたが、考えてい

たことの半分も伝えることが出来ず、同会員の

山﨑代表、黒瀬さん、嶋添さん、小山さんたち

スタッフの方々にフォローしていただき無事に

終わることができました。 

 

会員紹介 

そんな私のこけ玉作り講師でしたが、後日、

ふくふくプラザより、下記のようなアンケート

の集計結果が届きました。 

○作っている時間は無心になって楽しめました。 

○とても楽しかった！！いろいろな植物の育て

方や楽しみ方を教えていただき、ありがとうご

ざいました。 

○楽しく作れました。スタッフの方々も多くてス

ムーズでした。また講座をお願いします。 

○初めてこけ玉を作りました。大事に育てます。 

○大事に育てて、さっそく園芸福祉の勉強をして

みたい。 

○わかりやすい説明でとても良かった。教えてい

ただいて糸の巻き方が良く分かった。 

など、参加者からの声をいただき思わず嬉しく

なりました。いろいろと不安もありましたが

「やって良かった。もっともっと勉強して、上

手になりたい!」と思います。私は今まで自分

で苔玉を作ったり、スタッフとして仲間に教え

たりして来ましたが、今回のように講座の準備

から講師まで全てを担当するのは初めて。事前

の作業、特に苔探し・管理、苗の調達など、考

えていた以上に大変な作業でした。チームワー

クがなくては出来ない事ばかり！！この事前

の準備の大事さを体験出来たことは、今回一番

の収穫でした。みなさま本当にありがとうござ

いました。 

 

 

 

(福岡市博多区在住) 
 

 

 


